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　ロート製薬株式会社（本社：大阪市／社長：吉野俊昭）は、2012年12月、花粉症対策への啓発を目的に、

0～16歳の子どもを持つ父母を対象とした「子どもの花粉症」アンケート調査を実施しました。
　このうち回答をいただいた父母2,587人及びその子ども4,371人の症状や実態等について、集計・分析を行
いましたので、小児アレルギー専門医の見解と合わせてご報告いたします。

【調査結果のポイント】
　「子どもの花粉症」は低年齢で発症している傾向がありますが、花粉シーズンでも「対策をしていない」
親が過半数です。花粉症は、一度発症してしまうと自然治癒は難しく、乳幼児期から花粉を回避する早めか
らの予防が大切です。

１）「子どもが花粉症だと思う」は25.7％。４人に１人の子どもが、花粉症を発症。
　　０歳～16歳の子ども4,371人のうち、花粉症の子どもは25.7％。子どもの約４人に１人が花粉症であ
　ると感じているようです。（※医師の診断ではなく父母の実感によるものです）

２）花粉症の子どものうち、発症年齢は1０歳までに発症69.3％。５歳までに発症36.6％。
　「花粉症を発症している」子どもを対象に発症年齢を確認したところ「５歳」（ 10.7％）
　「３歳」（10.4％）、「６歳」（8.9％）と続き、低年齢での花粉症の発症が確認されました。
　また69.3％が10歳までに、36.6％が５歳までに発症しているという実態がうかびあがりました。

３）花粉症シーズン中の子どもへの対策は難しい？　「対策をしていない」51.0％。
　「病院へ行く」（32.4％）、「マスクなどで花粉をさける」（25.9％）など子どもの花粉対策はまだまだ少数派。
　16歳までの子どもの４人に１人が花粉症と感じており、そのうち７割近くの子どもが 10歳までに発症　
　しているにも関わらず、約半数の親は花粉対策を行っていないことが分かりました。
　アンケートの体験談からも「子どもがマスクをしたがらない」「薬を飲むと眠くなってしまい」など　　
　子どもの花粉症対策は、大人以上に難しく悩んでいる親の姿がうかがえます。

４）「両親ともに花粉症」の場合、子どもが花粉症43.2％。子どもの発症は父親より母親に影響を受ける傾向に。
　「両親がともに花粉症の子ども」は43.2％が花粉症であるのに対して、「両親がともに花粉症ではな
　い子ども」の花粉症は11.6％にとどまりました。
　　また「父親のみ花粉症」の子どもは23.4％が花粉症を発症していますが、「母親のみ花粉症」の　
　子どもは32.8％が花粉症という調査結果が浮かび上がってきました。

５）子どもの花粉症は出生順と関連。「第１子」は、「第２子」「第３子」よりも花粉症を発症している傾向に。
　　また10～16歳の子どもに限定して出生順と花粉症発症について聞いたところ、第１子では39.7％、
　 第２子は29.2％、第３子は28.6％が花粉症であると答えました。
　　
　

０～１６歳までの子ども4,371人の「子どもの花粉症」　調査結果発表

花粉症の子どものうち、５歳までに発症36.6％、10歳までに発症69.3％
花粉シーズン中の子どもへの対策は、「何もしていない」が過半数

◆「母親のみ花粉症」の子ども32.8％、 「父親のみ花粉症」の子ども23.4％が花粉症に。　
◆花粉症の発症率に出生順と関連あり？第１子の方ほど花粉症を発症している傾向
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調査結果

１）「子どもが花粉症だと思う」は、25.7％。

２）「子どもが花粉症だと思う」と答えた人に、発症年齢を聞いたところ
　　１０歳までに発症した子どもは69.3％。５歳までに発症した子どもは36.6％。

　 人数 ％

花粉症あり 802 18.3%

花粉症も
通年性アレルギー性鼻炎も両方あり

320 7.3%

通年性アレルギー性鼻炎あり 560 12.8%

いずれでもない 2689 61.5%

総計 4371 100.0%

　 人数 ％

0歳 25 2.2%

1歳 26 2.3%

2歳 30 2.7%

3歳 117 10.4%

4歳 93 8.3%

5歳 120 10.7%

6歳 100 8.9%

7歳 72 6.4%

8歳 62 5.5%

9歳 37 3.3%

10歳 95 8.5%

11歳 33 2.9%

12歳 37 3.3%

13歳 27 2.4%

14歳 11 1.0%

15歳 7 0.6%

16歳 2 0.2%

不明 228 20.3%

総計 1122 100.0%

０～５歳までに発症
36.6％

０～10歳までに発症
69.3％

　０歳～16歳の子どもを持つ2,587人の父母
の子ども4,371人のうち、花粉症の子ども
（「花粉症を発症」＋「花粉症も通年性ア
レルギー性鼻炎も両方発症」）は25.7％。
実に、約４人に１人が花粉症であると感じ
ているようです。
　また「通年性アレルギー性鼻炎」もしく
は「花粉症」のいずれかを発症している子
どもは約４割にものぼりました。

花粉症の子ども
合計25.7％

問）お子様は花粉症だと思いますか？　　Ｎ＝4371　

　子どもに花粉症を実感している親に発症年齢を確認したところ、「５歳」（10.7％）、「３歳」（10.4％）、
「６歳」（8.9％）と続き、低年齢での発症が確認されました。また69.3％が10歳までに、36.6％が５歳まで
に発症していました。

問）お子様は何歳で花粉症を発症しましたか？（前問で「お子様は花粉症だと思う」と答えた方のみに回答）　　Ｎ＝ 1122
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調査結果

３）花粉症シーズン中の子どもへの対策は難しい？体験談からはマスクを嫌がる子どもも・・・
　　「病院へ行く」32.4％、「マスクなどで花粉をさける」25.9％、「対策をしていない」51.0％。

【自由回答エピソードより】

・登校時など子供の周りにマスクをしている子供がいないので、マスクをすることが恥ずかしいらしく
　て、マスクをつけないことがよくある。　　　　　　　　　　　　（41歳男性／第２子10歳娘が花粉症）

・子供はマスクをして外出（特に通学）をいやがるので困ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42歳男性／第２子14歳娘・第３子４歳娘が花粉症）

・夜鼻がつまって寝られないのがかわいそうです。自分なりに工夫して、枕を高くしたり、ベッドに半分座る　
　ような形で寝ています。睡眠不足になりそうで、今後受験の時などが心配です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（38歳女性／第１子７歳娘が花粉症）

・学校の授業に集中できないらしい。マスクは息苦しいらしい。（42歳女性／第１子13歳娘が花粉症）

・薬を飲むと眠くなる。目も痒くなる。（45歳女性／第１子14歳娘が花粉症）

・医者に行くのを嫌がりますので、いろいろ話しながら、連れていくのに苦労しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42歳女性／第１子８歳息子が花粉症）

・花粉をさけるために「ゴーグル」を購入したが小児用だと少々きつく、大人用だとぶかぶかで困って
　しまった。　（43歳女性／第１子10歳娘が花粉症）

・薬で眠くなりやすく、花粉症の時期は遅い時間の習い事がキツイようで休みがちになります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36歳女性／第１子11歳息子が花粉症）
・マスクをすると、メガネが曇るので困ります。なのでマスクをいやがります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39歳女性／第１子12歳息子、第２子10歳娘が花粉症）

　16歳までの子どもの４人に１人が花粉症と感じており、そのうち７割近くの子どもが 10歳までに発症してい　る
にも関わらず、約半数の親は花粉対策を行っていないことが分かりました。
　アンケートの体験談からも「子どもがマスクをしたがらない」「薬を飲むと眠くなってしまう」など子どもの花
粉症対策は、大人以上に難しい状態にあることがうかがえます。
　

問）お子様に対して花粉シーズン中に行っている対策を全てお答えください。（複数回答可）　　　Ｎ＝ 2587人

人数 ％

病院へ行く 839 32.4%

市販薬を飲む 216 8.3%

市販の点眼薬をさす 271 10.5%

マスクなどで花粉をさける 669 25.9%

その他 82 3.2%

対策はしていない 1319 51.0%
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調査結果

４）「親の花粉症」と「子どもの花粉症」には関連性あり。両親ともに花粉症の場合、子どもの花粉症は 43.2％。
　　子どもの花粉症の発症は、父親より母親に影響を受ける傾向に。

子どもの症状 人数 構成比

花粉症あり 161 16.3%

花粉症も通年性アレルギー性鼻炎も両方あり 70 7.1%

通年性アレルギー性鼻炎あり 140 14.2%

いずれでもない 618 62.5%

計 989 100.0%

　■父親のみが花粉症の場合、花粉症の子どもは23.4％

　■母親のみが花粉症の場合、花粉症の子どもは32.8％　

　■両親ともに花粉症の場合、花粉症の子どもは43.2％　

　■両親ともに花粉症ではない場合、花粉症の子どもは11.6％

子どもの症状 人数 ％

花粉症あり 268 24.4%

花粉症も通年性アレルギー性鼻炎の両方あり 93 8.5%

通年性アレルギー性鼻炎あり 143 13.0%

いずれでもない 596 54.2%

計 1100 100.0%

子どもの症状 人数 ％

花粉症あり 253 30.2%

花粉症も通年性アレルギー性鼻炎の両方あり 109 13.0%

通年性アレルギー性鼻炎あり 91 10.9%

いずれでもない 385 45.9%

計 838 100.0%

子どもの症状 人数 ％

花粉症あり 120 8.3%

花粉症も通年性アレルギー性鼻炎の両方あり 48 3.3%

通年性アレルギー性鼻炎あり 186 12.9%

いずれでもない 1090 75.5%

計 1444 100.0%

　 人数 構成比

父親が花粉症の子ども 564 21.8%

母親が花粉症の子ども 660 25.5%

父母とも花粉症の子ども 492 19.0%

父母とも発症していない子ども 871 33.7%

総計 2587 100.0%

お父さん・お母さんへ花粉症を発症しているかを質問し、その子どもが花粉症を発症しているかどうか関連
性を調べました。その結果、「両親がともに花粉症の子ども」は43.2％が花粉症であるのに対して、「両親
がともに花粉症ではない子ども」の花粉症は11.6％にとどまりました。
また「父親のみが花粉症の子ども」は23.4％が花粉症を発症
していますが、「母親のみが花粉症の子ども」は、
32.8％が花粉症という調査結果が浮かび上がってきました。
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調査結果

　 人数 第1子

花粉症あり 419 27.9%

花粉症も通年性アレルギー鼻炎も両方あり 177 11.8%

通年性アレルギー性鼻炎あり 249 16.6%

いずれでもない 658 43.8%

計 1503 100.0％

５）子どもの花粉症は出生順と関連。「第１子」は、「第２子」「第３子」よりも花粉症を発症している傾向に。
　 　10～16歳の子どもに限定して、出生順と花粉症発症について聞いたところ、第１子では39.7％、第２子は

29.2％、第３子は28.6％が花粉症であると答えました。
　第１子が一番アレルギー体質になりやすく、第２子、第３子と兄弟姉妹の数が増えるにつれて、上の子から
感染症をもらうので強くなりアレルギー体質にはなりにくい、と考える「衛生仮説」に近い結果となりました。 　

　 人数 第2子

花粉症あり 104 20.8%

花粉症も通年性アレルギー鼻炎も両方あり 42 8.4%

通年性アレルギー性鼻炎あり 77 15.4%

いずれでもない 277 55.4%

計 500 100.0％

　 人数 第3子

花粉症あり 8 22.9%

花粉症も通年性アレルギー鼻炎も両方あり 2 5.7%

通年性アレルギー性鼻炎あり 3 8.6%

いずれでもない 22 62.9%

計 35 100.0％

　■第１子　花粉症の子どもは39.7％

　■第２子　花粉症の子どもは29.2％

　■第３子　花粉症の子どもは28.6％
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※10歳未満では年齢の影響で第一子が多くなってしまう可能性が高いため、10歳以上の子に限り集計。



「子どもの花粉症」　診療現場より　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　末廣　豊　（すえひろ　ゆたか）　医師
　　　　　　　　　　　　　　大阪府済生会中津病院小児科　免疫・アレルギーセンター　
　　　　　　　　　　　　　　日本小児アレルギー学会評議員・理事
 
 

◆花粉症患者の低年齢化は進んでいます。
他人から分かりづらい子どもの花粉症は、集中力低下など生活の質への影響が心配 。
花粉症に関する最近の報告を見ると、小児花粉症患者の増加、低年齢化が目立ちます。ご両親がスギ
花粉症の場合、理論的には子どもはほぼ100％スギ花粉症になります。花粉症は生命を脅かすことはま
ずありませんが、集中力低下など生活の質（QOL）を著しく損ないます。さらに、小児の花粉症の症状
は、鼻水や連続するくしゃみが出るというより、ぼーっとしているなど、他人からは分かりづらいと
いう特徴がありますので、お母さんが注意してあげることも大切です。
 
◆乳幼児期からの花粉回避、屋内への花粉侵入の予防など、発症予防が大切。
いったん発症した花粉症が自然寛解する可能性は低いと考えられていますので、治療は発症予防とし
て、乳幼児期から花粉を回避する、屋内への花粉侵入を予防することが大切です。発症してからは、
花粉の飛散時期には花粉情報に注意し、早目からの予防治療が大切です。
 
◆子どもは親のアレルギー体質を遺伝。花粉症は、母親の影響を受けやすいようです。
子どものアレルギー体質は、父親よりも母親のアレルギー体質、アレルギー疾患の影響をより強くう
けることがわかります。いままでにもこういう報告が多いようです。
 
◆衛生的環境ほどアレルギー疾患になりやすいという報告があります。
　第１子が一番花粉症にかかりやすく、第２・第３子はかかりにくいという「衛生仮説」。
衛生的な環境ほどアレルギー疾患が増える、反対に非衛生的な環境ほどアレルギー疾患は少ないとい
う「衛生仮説」を支持する調査結果で、大変興味深い数字だと思います。
衛生的な環境とは、「感染症の少ない現代社会」「兄弟姉妹の少ない家庭」「抗生物質を使用する社
会」「都会」などです。すなわち家庭では、 第一子が一番アレルギー体質になりやすく、第二子、第
三子と兄弟姉妹の数が増えるにつれて、上の子から感染症をもらうので、アレルギー体質にはなりに
くい、という説で、1989年、英国のStrachan DPによって発表され、この論文が衛生仮説の嚆矢として、
現代社会でアレルギー疾患が増加している現象の理由づけとして、有力な説の一つです。
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　今回のアンケート調査結果をもとに、小児アレルギーの専門医の立場から、見解とアドバイスを
頂きました。



■調査方法　　インターネットによるアンケート調査

■調査目的　　小児花粉症の実態を知っていただくことで花粉症対策の啓発に役立てる

■調査・分析　ロート製薬株式会社

■対象エリア　全国

■調査時期　　2012年12月19日～12月25日

■調査対象　　０歳～16歳までの子どもを持つ父母
　　　　　　　　※調査結果は回答した父母の実感によるもので、医師の診察結果による数値ではありません。

■サンプル数　2,587名

調査設計

　 女性 男性 全体

10代 1 0 1

20代 75 1 76

30代 1040 83 1123

40代 1118 269 1387

合計 2234 353 2587

【父母のサンプル属性】

【子どものサンプル属性】

　 人数 ％

0歳 95 2.2%

1歳 142 3.2%

2歳 167 3.8%

3歳 238 5.4%

4歳 223 5.1%

5歳 267 6.1%

6歳 274 6.3%

7歳 308 7.0%

8歳 315 7.2%

9歳 302 6.9%

10歳 315 7.2%

11歳 283 6.5%

12歳 351 8.0%

13歳 288 6.6%

14歳 278 6.4%

15歳 256 5.9%

16歳 267 6.1%

無回答 2 0.0%

総計 4371 100.0%

　 人数 ％

男 2119 48.5%

女 2219 50.8%

無回答 33 0.8%

総計 4371 100.0%

※調査結果は、回答した父母の実感になります。医師の診断結果による数値ではありません。
※2012年に行った調査では、2587名の親には子どもの人数に応じてそれぞれ回答いただいております。
　2006年、2012年に弊社が行った子どもの花粉症アンケート調査では、１人の親に対して１回答としていま
　したが、より精度の高い調査データを社会へ発信していくため、本年度より新しい調査集計方法を採用し
　ました。
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子どもの花粉対策アドバイス

ママはぐ®こどもマスク

インフルエンザウィルス飛沫カット機能つき

抗菌フィルターを使用した高機能不織布使用。

子ども用の小さめサイズです。

ママはぐ®うがい薬ｐ
ロートうがい薬S（左：スイートフルーツ味）　 ロートうがい薬F（右：フルーツ味）

子どもにも使いやすいフルーツ味のうがい薬。

お外遊びから帰った後のうがい習慣をつけるのにも役立ちます。

ロート　小青竜湯錠II

グズグズ鼻水、鼻炎に効く、5才から服用できる1日2回タイプの漢方薬。

鼻水や水様のたんを伴うせきが出る方のアレルギー性鼻炎、感冒に。

ロート アルガード®ｓ

しみないマイルドタイプの花粉対策点眼薬。
「ロート アルガード」の確かな効き目はそのままに、

やさしいさし心地を追及しました。
清涼感の苦手なお子様や敏感な瞳のかたにも。

しょうせいりゅうとうじょう

指定医薬部外品

ロート アルガード® 花粉侵入防止ジェル
鼻の外側に薄く塗り広げて

花粉の鼻腔内への侵入を防ぐ、“ぬる透明マスク” 。
イオンバリアによる花粉侵入阻止とキトサンによる花粉抑制

　のダブルの力で花粉対策が出来ます。

雑 品第2類医薬品

第3類医薬品

指定医薬部外品 第2類医薬品

マイルド
タイプ

爽快
タイプ

■子どもの花粉対策　５か条
他人から分かりづらく自分で対策が充分できない子どもの花粉による症状は、お父さんお母さんの注意や普段から
の心がけがとても大切です。普段の生活の中で以下の５つを気を付けてください。
１）花粉飛散情報をしっかりとチェックしましょう。
２）屋外では、花粉との接触を避ける工夫をしましょう。（マスクの着用など）
３）屋内に花粉を入れないように工夫しましょう。
４）目に症状が出てしまった場合は、かいて症状が悪化しないように目薬や内服薬の服用を。
５）子どもの症状は気づきにくいので、サインを見逃さないことも大切です。

 
■子どもの花粉対策　オススメの商品
ロート製薬では、1987年に花粉対策目薬「ロート点眼薬アルガード」を発売して以来、四半世紀にわたって花粉症
の研究に取り組んできました。近年では、子どもの花粉対策を考えた、目薬、鼻炎用内服薬、マスク、うがい薬な
ど症状や使用場面に合わせて選んでいただける幅広いアイテムをラインナップしています。

ロート　こどもソフト
「やさしさ」を徹底追及した子ども用目薬初の
防腐剤フリー※処方。目のかゆみ、充血に。

涙に近いｐＨでしみないさし心地です。
※防腐剤（ベンザルコニウム塩化物、パラベン）を含んでいません。
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